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〜
主
な
市
政
の
動
き
〜

【
３
月
】

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１９

（
資
母
地
区
公
民
館
）

　

日
・
三
木
川
改
修
工
事
起
工
式

２０
　
　

・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
合
橋
地
区
公
民
館
）

　

日
・
珍
坂
ト
ン
ネ
ル
開
通
式

２３
　

日
・
高
機
能
消
防
指
令
台
完
成
式

２７
　
　

・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
高
橋
小
学
校
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

２８

（
城
崎
総
合
支
所
）

　

日
・
豊
岡
市
歌
発
表
会

２９【
４
月
】

３
日
・
豊
岡
市
女
性
交
流
会
リ

　
　
　

フ
ォ
ー
ム
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

６
日
・
日
高
消
防
団
消
防
初
出
式

７
日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
西
気
地
区
公
民
館
）

８
日
・
Ｊ
Ｔ
Ｂ
ク
リ
ー
ン
ア
ッ
プ

ツ
ア
ー
来
市（　

日
・　

日
）

１５

２２

９
日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

（
清
滝
地
区
公
民
館
）

　

日
・
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
応
援
自

１０

動
販
売
機
の
第
１
号
機
設

置
除
幕
式

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１１

（
八
代
地
区
公
民
館
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１２

（
国
府
地
区
公
民
館
）

　

日
・
市
民
と
市
長
の
座
談
会

１３
　
　
　
（
日
高
農
村
環
境
改
善
セ
ン 

 
タ
ー
・
三
方
地
区
公
民
館
）

　

３
月　

日
、
市
は
但
馬
３
市
２

３１

町
共
同
で
道
路
特
定
財
源
に
関
す

る
緊
急
声
明
を
発
表
し
ま
し
た
。

そ
の
概
要
で
す
。

　

国
会
は
、
道
路
特
定
財
源
の
暫

定
税
率
の
延
長
法
案
に
つ
い
て
、

つ
い
に
結
論
を
出
さ
な
い
ま
ま
、

期
限
切
れ
を
迎
え
た
。
こ
の
問
題

に
つ
い
て
、
国
会
が
協
議
や
審
議

す
ら
行
わ
な
い
と
は
、
一
体
ど
う

い
う
こ
と
か
。
政
党
が
権
力
欲
と

政
争
の
興
奮
に
と
り
つ
か
れ
、
国

民
生
活
や
地
方
自
治
へ
の
配
慮
を

捨
て
去
っ
た
、
極
め
て
異
常
で
憂

慮
す
べ
き
事
態
で
あ
る
。

　

こ
れ
ま
で
但
馬
の
３
市
２
町
は
、

地
方
６
団
体
と
も
歩
調
を
合
わ
せ
、

暫
定
税
率
の
延
長
と
特
定
財
源
の

堅
持
を
訴
え
て
き
た
。
特
に
暫
定

税
率
が
失
効
す
る
と
、国
、地
方
合

わ
せ
て
２
・
６
兆
円
の
財
源
が
失
わ

れ
、
道
路
の
み
な
ら
ず
福
祉
･
教

育
等
他
の
分
野
に
も
多
大
な
悪
影

響
が
出
る
こ
と
を
指
摘
し
て
き
た
。

　

暫
定
税
率
の
期
限
切
れ
に
よ
っ

て
、
３
市
２
町
は
新
年
度
予
算
の

執
行
を
一
部
凍
結
せ
ざ
る
を
え
な

い
事
態
に
追
い
込
ま
れ
た
。
さ
ら

に
暫
定
税
率
が
将
来
に
わ
た
っ
て

失
わ
れ
る
と
、
平
成　

年
度
予
算

２０

の
大
幅
な
減
額
補
正
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
平
成　

年
２１

度
以
降
も
市
町
財
政
と
住
民
生
活

は
大
打
撃
を
受
け
る
。

　

何
よ
り
も
ま
ず
、
国
会
お
よ
び

政
党
は
、
何
が
国
民
に
と
っ
て
大

切
で
あ
る
か
に
つ
い
て
真
摯
な
議

論
を
行
い
、「
不
作
為
」
と
い
う
姑

息
な
手
段
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

結
論
を
出
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え

る
。
か
つ
、
３
市
２
町
と
し
て
、

暫
定
税
率
の
確
保
を
重
ね
て
訴
え

た
い
。

　

市
町
行
財
政
に
責
任
を
負
う
市

町
長
の
立
場
か
ら
、
地
方
を
顧
み

な
い
国
会
に
対
し
抗
議
す
る
と
と

も
に
、
一
日
も
早
く
正
常
な
状
態

を
取
り
戻
す
よ
う
強
く
求
め
る
。

　

な
お
、
３
月　

日
に
も
、
市
独

２４

自
で
、
道
路
特
定
財
源
の
暫
定
税

率
延
長
に
つ
い
て
、
緊
急
声
明
を

発
表
し
ま
し
た
。

　

４
月
１
日
、
防
災
行
政
無
線
が

竹
野
地
域
で
開
局
し
ま
し
た
。

　

竹
野
地
域
で
は
、
今
ま
で
有
線

放
送
に
よ
り
防
災
行
政
情
報
を
伝

え
て
い
ま
し
た
が
、
平
成　

年
の

１６

台
風　

号
当
時
、
停
電
に
よ
り
一

２３

部
放
送
が
で
き
な
か
っ
た
地
域
が

あ
り
、
防
災
行
政
無
線
の
整
備
が

課
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
、
平
成　

年
７
月
か

１９

ら
但
東
地
域
と
併
せ
て
整
備
を
進

め
て
き
ま
し
た
。海
岸
沿
い
に
は
屋

外
ス
ピ
ー
カ
ー
も
設
置
し
、津
波
警

報
等
が
発
令
さ
れ
れ
ば
自
動
的
に

放
送
す
る
仕
組
み
も
整
え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
午
前
７
時　

分
か
ら

２０

開
局
記
念
放
送
と
し
て
中
貝
市
長

が
「
防
災
行
政
無
線
が
竹
野
で
開

局
し
た
今
日
を
、
防
災
・
減
災
体

制
の
充
実
に
向
け
た
新
た
な
ス

タ
ー
ト
と
し
ま
す
」
と
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

３
月　

日
、「
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル

３１

委
員
会　

食
の
安
全
安
心
グ
ル
ー

プ
」
が
制
作
し
た
啓
発
用
紙
芝
居

（
２
作
品
）を
市
に
寄
贈
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

こ
の
紙
芝
居
は
、
但
馬
の
豊
か

な
自
然
を
紹
介
す
る
と
と
も
に
、

食
の
安
全
と
安
心
に
つ
い
て
啓
発

す
る
た
め
に
制
作
し
た
も
の
で
、

コ
ウ
ノ
ト
リ
の
生
態
や
絶
滅
と
復

活
の
歴
史
も
盛
り
込
ま
れ
、
身
近

で
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て

い
ま
す
。

○
タ
イ
ト
ル

・
お
空
を
飛
ん
だ
メ
ダ
カ
さ
ん

・ 
陽 
菜
   

ち
ゃ
ん
の
野
菜
畑
訪
問

ひ 

な

　

な
お
、
寄
贈
を
受
け
た
紙
芝
居

は
子
育
て
総
合
セ
ン
タ
ー
で
活
用

し
、
貸
出
し
も
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、

ご
覧
く
だ
さ
い
。

▲中貝市長に紙芝居を贈る「食の安全
安心グループ」の皆さん

「
但
馬
夢
テ
ー
ブ
ル
委
員
会 
食
の
安
全
安
心
グ
ル
ー
プ
」か
ら
紙
芝
居
の
寄
贈

紙
芝
居
で
食
の
安
全
安
心
を
啓
発

防
災
行
政
無
線
が
竹
野
地
域
で
開
局

防
災
・
減
災
体
制
の
新
た
な
一
歩

道
路
特
定
財
源
に
関
す
る
緊
急
声
明
を
発
表

暫
定
税
率
廃
止
は
道
路
以
外
に
も
大
打
撃
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た
け
の
ス
タ
イ
ル 

　

竹
野
の
元
気
に
は
ず
み
が
つ
い

て
き
ま
し
た
。

　

竹
野
の
森
、川
、海
は
、市
の「
子

ど
も
の
野
生
復
帰
大
作
戦
」
の
主

要
な
フ
ィ
ー
ル
ド
で
す
。

　

以
前
、
私
も
体
験
し
て
み
ま
し

た
。ス
ノ
ー
ケ
ル
セ
ン
タ
ー
で
海
に

入
っ
た
途
端
、エ
チ
ゼ
ン
ク
ラ
ゲ
に

遭
遇
。
さ
ら
に
浜
か
ら
２
〜
３

メ
ー
ト
ル
の
所
で
タ
ツ
ノ
オ
ト
シ

ゴ
を
捕
ま
え
ま
し
た
。
身
近
に
こ

ん
な
自
然
が
あ
る
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
全
国
の
子
ど
も
た
ち

に
売
れ
る
に
違
い
な
い
。
そ
う
考

え
て
い
た
ら
、
竹
野
の
人
た
ち
が
、

さ
っ
さ
と
戦
略
を
立
て
ま
し
た
。

名
付
け
て
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」。

　

竹
野
の
固
有
の
自
然
、
歴
史
、

伝
統
、
文
化
を
そ
の
ま
ま
楽
し
ん

で
も
ら
お
う
と
い
う
の
で
す
。

　

３
月
下
旬
に
は
、
あ
る
旅
行
社

の
環
境
学
習
旅
行
の
担
当
者
約
１

２
０
人
を
招
い
て
、
１
泊
２
日
で

竹
野
の
魅
力
を
た
っ
ぷ
り
と
売
り

込
み
ま
し
た
。
ね
ら
い
は
修
学
旅

行
の
誘
致
で
す
。

　

豊
岡
の
中
貝
営
業
部
長
と
北
前

館
総
支
配
人
の
あ
り
が
た
い
効
能

書
き
を
聞
い
た
後
、
炭
焼
き
、
シ

イ
タ
ケ
の
ほ
だ
木
作
り
、
塩
作
り
、

兵
庫
県
最
北
端
の
灯
台
め
ぐ
り
、

ス
ク
モ
を
使
っ
た
ご
飯
炊
き
な
ど

を
実
体
験
し
て
帰
っ
て
い
か
れ
ま

し
た
。
大
好
評
で
し
た
。

　
「
ス
タ
イ
ル
」
と
は
何
か
。
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
の
世
界
で
、
伊
勢
丹
の
カ
リ

ス
マ
バ
イ
ヤ
ー
と
し
て
脚
光
を
浴

び
た
藤
巻
幸
夫
さ
ん
が
、
こ
ん
な

こ
と
を
言
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

「
モ
ー
ド
」
が
新
し
い
も
の
を
見

つ
け
て
、
人
と
違
う
ぞ
、
と
い
う

こ
と
に
価
値
を
見
出
す
の
に
対
し
、

「
ス
タ
イ
ル
」
は
自
分
の
生
き
様

で
あ
る
。
つ
ま
り
、
他
が
ど
う
あ

ろ
う
と
、
こ
れ
が
竹
野
の
生
き
方
、

生
き
様
で
あ
る
。

　

竹
野
は
竹
野
の
ま
ま
で
い
い
の

で
す
。
別
の
も
の
に
無
理
に
変
わ

ろ
う
と
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

大
切
な
こ
と
は
「
変
わ
る
」
こ
と

で
は
な
く
「
磨
く
」
こ
と
で
す
。

意
識
し
て
「
た
け
の
ス
タ
イ
ル
」

を
確
立
す
る
こ
と
で
す
。
や
が
て

全
体
と
し
て
の
豊
岡
ス
タ
イ
ル
も

出
来
上
が
る
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

弘
道
地
区
公
民
館
が
出
石
総
合
支
所
２
階
に
オ
ー
プ
ン

生
涯
学
習
活
動
と
防
災
の
拠
点
施
設
と
し
て
期
待

　

３
月　

日
、
九
州
石
油
㈱
（
本

２５

社
・
東
京
都
千
代
田
区
）
か
ら
コ

ウ
ノ
ト
リ
基
金
に
１
０
０
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

同
社
の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
は
コ

ウ
ノ
ト
リ
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
も
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。ま
た
、同
社
は
毎
年

コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
へ
の
寄
付
の
ほ

か
、
コ
ウ
ノ
ト
リ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ

へ
の
入
会
、
さ
ら
に
平
成　

年
度

１９

は
新
し
い
支
援
策
と
し
て
、
九
州

地
方
で
コ
ウ
ノ
ト
リ
を
題
材
に
し

た
テ
レ
ビ
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
の
放
映

や
、社
員
食
堂
で
の「
コ
ウ
ノ
ト
リ

育
む
お
米
」の
使
用
、城
崎
町
戸
島

湿
地
周
辺
の
里
山
で
の
、
竹
林
伐

採
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
社

員
派
遣
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
寄

付
は
今
回
で
３
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

当
日
は
、
常
務
取
締
役
の
松
井

裕
さ
ん
ら
２
人
が
市
役
所
を
訪
れ
、

中
貝
市
長
に
目
録
を
手
渡
し
ま
し

た
。
中
貝
市
長
が
「（
仮
称
）ハ
チ

ゴ
ロ
ウ
の
戸
島
湿
地
整
備
な
ど
に

活
用
し
ま
す
。
こ
の
湿
地
は
将
来
、

日
本
全
体
で
も
重
要
な
湿
地
に
な

る
で
し
ょ
う
」
と
話
す
と
、
松
井

さ
ん
は
「
そ
の
お
手
伝
い
が
で
き

る
こ
と
を
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
」

と
答
え
て
い
ま
し
た
。

　

３
月　

日
、
弘
道
地
区
公
民
館

２９

が
出
石
総
合
支
所
２
階
に
オ
ー
プ

ン
し
、
地
元
建
設
検
討
委
員
や
関

係
区
長
、
行
政
関
係
者
な
ど
が
集

り
、
竣
工
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

同
公
民
館
は
、
県
の
「
県
民
交

流
広
場
」
事
業
を
取
り
入
れ
て
交

流
広
場
や
多
目
的
ホ
ー
ル
な
ど
を

整
備
し
て
お
り
、
多
様
化
す
る
地

域
課
題
や
生
涯
学
習
活
動
の
需
要

に
対
応
で
き
る
よ
う
に
、
多
く
の

人
々
が
集
い
、
語
り
、
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
施
設
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
自
家
発
電
装
置
の
増
設

や
来
庁
者
に
も
利
用
し
や
す
い
幅

広
い
階
段
な
ど
、
防
災
拠
点
と
し

て
設
備
の
充
実
を
図
る
た
め
、
総

合
支
所
の
改
修
も
併
せ
て
行
い
ま

し
た
。

　

当
日
は
、
地
元
で
活
動
し
て
い

る
「
赤
と
ん
ぼ
の
会
」「
出
石
カ
ト

レ
ア
コ
ー
ラ
ス
」「
出
石
混
声
合
唱

団
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス

が
披
露
さ
れ
、
集
ま
っ
た
人
々
は

美
し
い
歌
声
に
耳
を
傾
け
て
い
ま

し
た
。

九
州
石
油
㈱
か
ら
コ
ウ
ノ
ト
リ
基
金
へ
寄
付
を
受
け
る

コ
ウ
ノ
ト
リ
が
住
み
や
す
い
環
境
は
ヒ
ト
に
も
や
さ
し
い

▲ＰＲのポスターを手にする松井常務（中）
と総務グループの中井さん（右）と中貝市
長 ▲コーラスを披露する地元合唱団


